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【 防 犯 対 策 】

・ 凶器を所持した犯人から攻撃を受けるなど、従業員に危害が及ぶお
それがあるため、安全な場所への避難等、従業員の安全を最優先とし
た行動に努める。

・ 従業員間の役割分担を決めるなど、有事の際に警察等への通報が
できるようにしておく。

・ 営業中も店舗内外の不審者や不審車両に注意し、おかしいと思った
ら躊躇せず１１０番通報する。

・ ショーケースは、容易に破壊されない強固なガラスの使用に努める。
（今回もショーケースを叩き割られています）

・ 防犯カメラや非常通報装置などの防犯設備を点検しておく。また、店
舗出入口周辺に「防犯カメラ作動中」等の表示板を掲示する。

本年８月31日（土）に続き、９月３日（火）午後７時頃、鎌倉市所在の

質店においても強盗事件が発生しました。
状況は、開店中の同店の出入口から入ってきた男二人組が、バール

様のものでショーケースのガラスを叩き割り、商品を奪おうとしたところ、
店員の方がその場で一人を逮捕したものです。
一人の犯人は現在も逃走中です。
次の対策を参考にしてください。



宝飾店等に対する強盗が発生しています！！

神 奈 川 県 警 察

◎ レジスター内の現金は必要最小限度とし、可能な限り
金庫に保管する。

◎ 金庫などの鍵の保管・管理は店長等が確実に実施する。

レジ・金庫

ショーケース

◎ 簡単には破壊されないような強固なガラスを使用する。
◎ ショーケースは常時施錠し、必要に応じ、その都度開錠する。

接客時

◎ 商品を取り出して提示する時は、必要最低限の数・範囲に留め、
注意を怠らない。

◎ 高価な商品の近くには、従業員を配置する。

防犯設備

◎ 出入口に、来客感応装置を設置する。
◎ 店内に死角がある場合には、防犯ミラーを設置する。
◎ 非常時に備え、防犯ベル等を設置し、そのスイッチを複数箇所に

設置する。
◎ 店内外に防犯カメラを設置し、モニターするとともに、不審者の

発見に努める。
◎ 警備会社に直結した非常通報装置を設置するとともに、店舗の

外に非常通報装置に連動して点滅し、外部に異常を知らせる
赤色灯等を設置する。

防犯対策のポイント

万が一、被害に遭遇した場合は、
何よりも

身の安全の確保を優先
してください！！


